
ボーリング柱状図

調 査 名 平 成 2 8 年 度  三 和 橋 橋 梁 架 替 測 量 ･ 設 計 ･ 地 質 調 査 業 務

事業・工事名

ボーリング名 N o . 1 調査位置 青 森 県 弘 前 市 大 字 三 和  地 内 北 緯 4 0 ﾟ  4 3 '  5 3 . 4 3 "

東 経 1 4 0 ﾟ  2 4 '  3 0 . 0 5 "発 注 機 関 弘 前 市 調査期間 平成 28年 10月 24日 ～ 28年 10月 28日

調 査 業 者 名
株 式 会 社  大 成 コ ン サ ル

電話 ( 0 1 7 2 - 3 3 - 2 7 8 1 )
主任技師 對 馬 　 剛

現 場
代 理 人

齋 藤 　 修 次
コ ア
鑑 定 者

齋 藤 　 修 次
ボｰリング
責 任 者

鳴 海 　 博 喜

孔 口 標 高 H=
12.53m
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使
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機
種

試 錐 機 扶 桑 製 　 K R - 1 0 0 型
ハンマー
落下用具

半 自 動 型

エンジン ヤ ン マ ー 製 　 N F D - 1 0 型 ポ ン プ 扶 桑 製 　 V 5 - P 型総 掘 進 長  30.14m
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記

事

全体に砂は細砂主体。
全体にシルト分を混入。
φ2～10mmの亜角～亜円礫と草根を
わずかに混入。

シルト
混じり
砂

暗

褐

φ40mm以下。砕石 灰 緩い

全体に細砂を混入。
φ2～10mmの亜角～亜円礫をわずか
に混入。

砂混じ
りシル
ト

暗

灰
軟ら
かい

全体に砂は細砂主体。
全体にφ2～20mmの亜角～亜円礫を
混入。
φ2mm以下の石英をわずかに混入。

礫混じ
り砂

暗

灰

緩

い

全体に砂は細砂主体。
全体にシルト分とφ2mm以下の石英
および軽石を混入。

シルト
混じり
砂

暗褐
灰

中位
の

全体に火山灰を混入。
全体にφ2～5mmの火山礫を混入。

シ

ル

ト

褐

非常
に軟
らか
い～
中位
の

全体に細砂を混入。
全体に火山灰をわずかに混入。
7.50～9.50m間にφ2～10mmの軽石を
混入。
9.50～11.30m間は砂分少なくφ2mm
程度の火山礫を混入。
11.30～13.60m間にφ2～10mmの軽石
とφ10～30mmの固結した細砂を混
入。
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中

位

の

全体に礫はφ2～30mmの亜角～亜円
礫で構成され最大φ50mm程度。
マトリックスはシルト混じり砂で砂
は細砂主体。
礫の混入割合:目視で80%程度。

砂

礫

紫

灰

非常
に密
な

堅固緻密な安山岩転石。
棒状コアで採取されハンマー打撃で
金属音。

安山岩
暗

灰

全体に礫はφ2～30mmの亜角～亜円
礫で構成され最大φ50mm程度。
マトリックスはシルト混じり砂で砂
は細砂主体。
礫の混入割合:目視で70%程度。

砂

礫

紫

灰～

暗

緑

非

常

に

密

な

全体に細砂を多く混入。
全体にφ2～10mmの亜角～亜円礫を
混入。
19.00～19.25m間は有機質シルト。
19.40～19.50m間は砂質シルト。
19.75～19.90m間は有機質シルト。

礫混じ
り砂質
シルト

黒褐
～淡
緑灰

硬

い

全体に砂は細砂主体。
全体にφ2～10mmの亜角～亜円礫と
φ2～5mmの軽石を混入。
22.80～23.00m間にシルトを薄層状
に挟む。

礫

混

じ

り

砂

暗

灰

中位
の～
非常
に密
な

全体に礫はφ2～20mmの亜角～亜円
礫で構成され最大φ40mm程度。
マトリックスは細砂主体。
23.60～23.80m間は玉石。
礫の混入割合:目視で70%程度。

砂

礫

紫

灰

非常
に密
な

全体に砂は細砂主体。
全体にシルト分を多く混入。
全体にφ2～20mmの軽石を混入。

シルト
質砂

暗緑
灰～
淡緑
灰

密な
～非
常に
密な

全体にシルト分を多く混入。
全体にφ2～30mmの亜角～亜円礫を
混入。
所々未分解の有機物を混入。
27.10～27.30m間に赤褐色の礫混じ
りシルトを挟む。

礫混じ
りシル
ト質砂

暗

灰

中

位

の

全体にφ2mm以下の石英を多く混入。
所々シルト分を混入。
所々固結した細砂を混入。
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